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砿 報

長浜高校美術部の皆さんと作品

してミ覇
一
宮

長高美術部の

「長浜の
が全圏大会出場

第
六
回
県
民
総
合
文
化
祭
が
、
昨
年

の
十
一
月
八
日
、
県
民
文
化
会
館
メ
イ
ン

ホ
1
ル
で
開
催
さ
れ
、
高
校
生
の
芸
術

発
表
の
場
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

高
校
生
芸
術
部
門
で
、
長
浜
高
校
美
術
部

(
今
岡
博
担
当
教
諭
、
上
満
知
子
講
師
)
の

彫
刻
・
立
体
作
品
「
長
浜
の
風
・
雲
そ

し
て
海
原
」
が
県
下
五
十
六
校
三
百
五
十

点
中
、
見
事
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
風
に
よ
っ
て
変
化
す

る
海
や
川
の
波
の
形
や
雲
の
流
れ
、
肱

川
の
あ
ら
し
な
ど
、
長
浜
の
風
土
を
テ
ー

マ
に
し
、
凶
季
折
々
に
変
化
す
る
美
し

い
海
岸
線
上
に
豊
か
な
表
情
を
表
現
し

て
お
り
、
今
年
八
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
の
三
日
問
、
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る

「
第
十
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

(
美
術
・
工
芸
部
門
)
」
に
愛
媛
県
代
表
と

し
て
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
同
校
美
術
部
の
出
品
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

峯
脇
宏
美
(
櫛
生
)
成
田
千
良
子

(
白
滝
)
大
成
綾
恵
(
白
滝
)
山
下
和
子

(
柴
)
宇
都
宮
史
愛
(
豊
茂
)
上
田
真
智

恵
(
大
和
)
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議会第 1回臨時会・人権作文一一

議
会
第
一
一
一
一
関
臨
時
金

平
成
五
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時

会
が
、
五
月
十
八
日
町
体
育
館
で
聞
か

れ
、
請
負
契
約
な
ど
の
七
議
案
、
河
辺

川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
の
名
称

変
更
の
議
会
提
出
案
件
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
基
金
積
立
金
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、

一
億
三
千
六
百
七
十
六
万
七
千
円
が
補

正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
六
十
八
億
一

千
九
百
五
十
二
万
二
千
円
と
な
り
ま
し

た。
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
]
財
政
基
金
、
庁
舎
建
設
基

金
、
港
湾
整
備
基
金
、
奨
学
基
金
、
町

づ
く
り
基
金
、
減
債
基
金
な
ど
の
各
積

立
金
合
わ
せ
て
一
千
六
百
六
十
五
万
七

千
円
。
一
予
備
費
一
予
備
費
と
し
て
、

千
四
百
八
十
七
万
四
千
円
。

イ意

露
ケ
ム
〈
口
農
道

新
設
改
良
工
事

請
負
契
約
の
締
結
〈
変
更
〉

平
成
四
年
度
農
林
業
地
域
改
善
対
策
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、を後五・新しく選任された三好氏 承建百ホロ苧 る会貞
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のをばせまでぷりでめ 01ま走 Cしして会 cこも君れえくょに「
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辺
川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
」
の

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
五
年
四
月
六
日
付
で
「
河
辺
川
ダ

長
浜
町
議
会
に
設
置
し
て
い
る
「
河

ぼ
く
た
ち
が
だ
ま
っ
て
い
た
の
で
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
「
来
た
っ

て
む
だ
さ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ぼ
ミ
が
一
年
生
の
時
の
こ

と
で
す
。
三
年
生
に
な
っ
た
今
で
も
、

ま
だ
、
同
級
生
の

A
君
を
い
じ
め
た
こ

と
を
、
は
っ
き
り
と
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

ず
っ
と
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

l人I権イ作I文.
なかまはずれ

小学三年生

ま
だ
A
君
に
あ
や
ま
っ
て
い
な
い
か
ら

で
す
。
口
に
出
し
て
、
「
ご
め
ん
な
。
」

と
一
言
、
言
お
う
と
思
っ
て
い
る
の
に
、

ど
う
し
て
も
口
に
出
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、

「
ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
だ

ろ
う
。
」
と
い
、
つ
こ
う
か
い
の
気
持
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

A
君
は
、
あ
の
こ
と

で
ぼ
く
を
う
ら
ん
で
い
る
か
な
。
ぼ
く

ム
」
か
ら
「
山
鳥
坂
ダ
ム
」
に
名
称
が

変
更
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
改
め
ら
れ
た

も
の
で
「
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別

の
こ
と
き
ら
い
に
な
っ
た
か
な
。
い
ろ
一

ん
な
こ
と
が
ぐ
る
ぐ
る
と
頭
の
中
を
か
一

け

め

ぐ

り

ま

す

。

一

一
年
生
の
時
、
あ
ん
な
に
い
じ
め
た
一

A
君
だ
け
ど
、
今
は
ま
た
い
っ
し
ょ
に
一

な
か
よ
く
あ
そ
ん
で
く
れ
ま
す
。
い
つ
一

も
、
「
あ
し
た
、
ま
た
い
ヲ
し
ょ
に
あ
一

そ
ぼ
う
ね
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
一

人
が
き
ず
っ
く
よ
う
な
こ
と
は
、
し
一

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
に
な
っ
て
、

「
A
君
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
な
あ
。
」
固

と
思
い
ま
す
。
何
で
あ
ん
な
さ
く
せ
ん
一

を
立
て
た
ん
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
、
ぼ
一

く
の
家
に
入
ら
せ
て
あ
げ
な
か
っ
た
ん
一

だ
ろ
う
。
友
だ
ち
に
さ
そ
わ
れ
た
か
ら
一

と
い
っ
て
、
一
人
だ
け
を
な
か
ま
は
ず
一

れ
に
す
る
の
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
一

こ
れ
か
ら
は
、
も
し
友
だ
ち
が
い
じ
わ
一

る
を
し
よ
う
と
さ
そ
っ
て
き
て
も
、
一

「
い
や
だ
o

そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
よ
o
」一

と
言
え
る
ゅ
う
気
を
持
と
う
と
思
い
ま
一

す
。
ぼ
く
は
、
い
じ
わ
る
ぎ
ら
い
な
、

た
く
ま
し
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。

A
一

君
に
は
、
心
か
ら
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
」
一

と
言
い
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
み
一

ん
な
で
た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う
と
思
い
ま
一

す

。

一

委
員
会
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
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我
が
国
は
今
や
、
世
界
の
最
長
寿
国

に
な
り
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
初
め

に
は
、
国
民
の
四
人
に
一
人
が
六
十
五

歳
以
上
と
い
う
「
超
高
齢
化
社
会
」
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
寝
た
き
り

老
人
や
介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り

へ
の
対
応
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
保
健
、
医
療
、
教
育
、
雇
用
、

福
祉
、
生
活
環
境
な
ど
、
障
害
を
も
っ

人
が
平
等
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
「
社

会
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
改
善
が
求
め
ら
れ
、
長
浜
町
で

も
、
こ
の
よ
う
な
諸
問
題
に
対
応
す
る

一一一一社協の紹介

長浜町社会福祉協議会事務局の皆さん

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
福

祉
の
充
実
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、

社
協
(
社
会
福
祉
協
議
会
の
略
称
)
と
い

う
言
葉
を
多
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
、
こ
の
団
体
に
つ

い
て
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

当
町
で
も
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
社
会
福
祉
事
業
法
等
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
「
社

会
福
祉
法
人
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
」

が
あ
り
ま
す
。
社
協
は
、
現
在
町
が
推

進
し
て
い
る
福
祉
行
政
に
つ
い
て
、
相

互
に
連
携
を
と
り
合
い
な
が
ら
地
域
福

祉
・
在
宅
福
祉
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

福
祉
充爪

葉両
三上
め

社
協
の
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
在
宅
老
人
や
身
体
の
不
自
由
な
方

の
た
め
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
派
遣
一
事
業
:

身
体
の
介
護
(
食
事
、
排
班
、
衣
類
の

着
脱
、
入
浴
、
身
体
の
清
拭
唱
洗
髪
等
、

そ
の
他
必
要
な
身
体
の
介
護
な
ど
)
や

家
事
に
関
す
る
こ
と
(
衣
類
の
洗
濯
、

住
居
等
の
掃
除
、
生
活
必
需
品
の
買
い

物
な
ど
)
を
行
う
事
業
で
す
。

②
入
浴
専
用
車
に
よ
る
入
浴
サ
ー
ビ

ス
事
業
・
'
・
入
浴
介
護
が
必
要
と
な
る
方

を
対
象
に
、
医
師
の
診
断
、
又
は
意
見

に
基
づ
い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
行
う
、
入
浴
介
護
事
業
で
す
。

③
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
:
おヘムホるす護を寄年お

官、車浴ーへ

お
む
ね
八
十
歳
以
上
で
給
食
を
希
望
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
月
三
回
そ
れ
ぞ
れ

の
自
宅
に
給
食
を
届
け
る
事
業
で
す
。

④
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
独
居
老

人
訪
問
事
業
a-
園
独
居
老
人
を
訪
問
し
て
、

生
活
状
況
等
を
把
握
す
る
と
共
に
、
孤

独
化
の
防
止
に
努
め
る
事
業
で
す
。

⑤
心
配
ご
と
相
談
事
業
・
・
・
民
生
児
童

委
員
と
行
政
相
談
委
員
が
、
月
一
回

(
偶
数
月
の
午
後
に
は
、
弁
護
±
も
来
ら

れ
ま
す
。
)
あ
ら
ゆ
る
相
談
事
に
応
じ

る
事
業
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

⑥
親
和
園
児
童
皇
親
受
入
事
業
圃
・
・
毎

年
夏
期
に
松
山
市
の
親
和
園
の
園
生
を

二
泊
三
日
で
受
け
入
れ
る
事
業
で
す
。

⑥
独
居
老
人
宅
へ
の
ホ
l
ム
ベ
ル
設

置
事
業
⑦
共
同
募
金
推
進
事
業
園
・
・
町
内
を
巡

回
し
て
大
U
募
金
を
お
願
い
す
る
事
業

で
す
。⑧
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
事
業
:
町

内
在
住
の
経
済
的
に
喜
ま
れ
な
い
方
に
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め

の
募
金
運
動
で
す
。

⑨
歳
末
、
施
設
入
所
者
訪
問
事
業

⑮
各
種
福
祉
団
体
へ
の
助
成
事
業

⑪
福
祉
団
体
育
成
事
業
"
・
・
民
生
児
童

委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

身
体
障
害
者
福
祉
会
、
母
子
寡
婦
福
祉

会
な
ど
町
内
福
祉
関
係
十
一
団
体
の
事

務
全
般
を
行
う
事
業
で
す
。

⑫
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
・
・
・
低
所

得
者
に
対
し
て
、
生
活
資
金
や
住
宅
資

金
、
修
学
資
金
等
を
貸
付
け
る
事
業
で

す。
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
と

お
り
で
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
長

浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
(
五
二

l
一一

一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
協
職
員
の
紹
介

{
事
務
局
長
}
藤
津
豊
彦
(
長
浜
)

事務局により運営されるク口ッケ一大会

一
福
祉
活
動
専
門
員
}
水
沼
和
弘
(
櫛

生
)
{
書
記
}
山
田
真
二
(
沖
浦
)

{
主
任
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ

I
}
越
智
冨
美

子
(
白
滝
)
{
ホ

I
ム
ヘ
ル
パ

l
}
池

田
千
代
(
長
浜
)
、
菊
岡
比
名
美
(
櫛

生
)
、
藤
測
幸
子
(
柴
)
、
一
二
好
亀
代
子

(
長
浜
)
、
岡
山
節
子
(
長
浜
)
、
鈴
木

富
子
(
上
老
松
)
、
宮
下
み
ち
え
(
戒

川
)
{
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
兼
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
一
菊
地
雄
一
(
農
茂
)

以
上
十
二
人
の
職
員
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
五
月
十
四
日
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
長
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
で
、
会
長
の

丘
(
頭
信
男
氏
が
退
任
さ
れ
、
後
任
に
美

野
石
士
口
氏
が
選
任
、
ま
た
、
副
会
長
に

は
宇
都
宮
古
幸
氏
、
森
議
氏
が
と
も
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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年金関係・土曜閉庁一一一ー

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
他
の
年
金
が
生
じ
た

と
き
は
届
出
を

福
祉
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
何
ら

か
の
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
目
的

で
発
足
し
た
国
民
年
金
制
度
で
す
。

国
が
そ
の
費
用
を
全
額
負
担
し
ま
す

の
で
、
支
給
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
①
他
の
公
的
年
金
が
受
け
ら
れ

る
場
合
。
②
本
人
、
配
偶
者
及
び
扶

養
義
務
者
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
場
合
。
前
記
の
①
②
に
該
当
す
る
場

合
は
、
年
金
の
一
部
ま
た
は
全
額
が
支

給
停
止
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
恩
給
の
扶
助
料
、
共

済
組
合
・
船
員
・
厚
生
年
金
・
労
働
者

災
害
補
償
法
に
よ
る
年
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
ら
役
場
住
民
課
年
金
係
ま

で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て

豊
か
な
老
後
を

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
自
営
業
者

な
ど
の
方
の
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者
(
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
及

び
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
は
除
か
れ

ま
す
。
)
が
加
入
員
と
な
り
、
加
入
員

の
、
老
後
の
所
得
保
障
の
充
実
を
図
る

た
め
の
も
の
で
す
。

国
民
年
金
基
金
の

主
な
特
徴
は

①
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
年
金
の
給
付

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
み
の
老
後
保
障
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
②
国
民
年
金
基
金
の

掛
金
は
、
払
い
込
ん
だ
全
額
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
得
税
・
住

民
税
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
③

受
け
取
る
際
も
、
公
的
年
金
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
税
金
の
関
係
が
有

利
な
取
り
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
、
豊
か

な
老
後
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年

金
係
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
出
張

椙
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
一
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
日
時
}
七
月

十
二
日
(
午
前
九
時
j
十
一
時
三
十
分
)

・
七
月
二
十
日
(
午
前
十
時
j
午
後
四

時
)
{
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

国
や
県
で
は
、
す
で
に
全
て
の
土
曜

日
を
休
み
と
す
る
「
週
休
二
日
制
」
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
長
浜
町
で

も
、
七
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
を
閉
庁
す

る
「
週
休
二
日
制
」
を
実
施
し
、
休
ま

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
今
ま
で
以
上
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
る
一
方
、
土
曜
閉
庁
に

対
応
す
る
た
め
、
七
月
一
日
か
ら
住
民

票
と
印
鑑
証
明
の
交
付
に
つ
い
て
「
電

話
予
約
サ
ー
ビ
ス
制
度
」
を
開
始
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住土
民・
が票日
交と曜
イ寸 ~[J 日
で鑑で
き言正も
ま明
す書

電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
常
の
執

務
時
間
内
に
電
話
で
、
住
民
課
一
戸
籍
係

に
申
込
み
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
土
・

日
曜
日
に
手
数
料
と
引
換
え
に
証
明
書

を
交
付
す
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

j
週
休
二
日
制
を
導
入
j

電
話
予
約
の

手
続
き
方
法

予
約
受
付
:
・
住
民
課
戸
籍
係
ま
で
酌

(
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
八
(

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
の
執
務
時
間

中
)交
付
で
き
る
も
の

i
①
住
民
票
の
写

し
②
印
鑑
証
明
書

予
約
及
び
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人
・
.. 

本
人
又
は
同
一
世
帯
者

交
付
日
時
・
:
土
・
日
曜
日
(
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
)

交
付
場
所
・
・
・
役
場
宿
直
室

持
参
す
る
も
の
:
・
①
住
民
票
は
認
印

.
身
分
証
明
書
②
印
鑑
証
明
書
は
認
印

.
印
鑑
登
録
証
・
身
分
証
明
証

た
だ
し
、
予
約
日
に
来
庁
さ
れ
な
か
っ

た
人
は
、
原
則
と
し
て
電
話
予
約
が
な

か
っ
た
も
の
と
し
て
、
取
扱
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
届
や
死
亡
届
な
ど
の
戸

籍
関
係
届
書
の
受
付
や
埋
火
葬
許
可
証

の
発
行
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

行
い
ま
す
。空毒

J 日
て J
し瓦 A孟

るアK
社務
裂を
口又

マ
各
公
民
館
(
た
だ
し
、
連
絡
所
業
務

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
)
マ
図
書
館

マ
町
民
歪
晶
・
勤
労
基
育
セ
ン
タ
ー
-

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
産
業
展
示
館
(
受

付
は
従
来
通
り
で
す
)
マ
各
保
育
所

マ
老
人
ホ

i
ム
白
山
園

※
週
休
二
日
制
の
実
施
に
伴
い
、
何

か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今

後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。



h一一

寸一一
長
浜
の
夏
の
風
物
詩
「
土
曜
夜
市
」
、

一
一
大
イ
ベ
ン
ト
長
浜
夏
ま
つ
り
」
が

一
始
ま
り
ま
す
。
土
曜
夜
市
は
、
七
月
三

一

υか
ら
八
月
十
四
日
ま
で
の
間
計
七
回
、

一
本
町
商
昼
間
を
中
心
に
毎
週
各
商
屈
で

一
工
夫
を
こ
ら
し
た
催
し
物
、
ま
た
、
長

一
浜
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
八
月
七
日
、

-
町
民
の
広
場
、
必
浦
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス

一
ポ
l
ツ
パ

l
ク
を
中
心
に
前
回
の
企
画

一
に
加
え
豪
華
商
品
の
当
た
る

O
×
ク
イ

一
ズ
、
夏
の
防
犯
運
動
の
一
環
と
し
て
、

一
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
皆

一
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
「
山
風
太
鼓
発
表
会
」

一
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
今
年
の
夏
ま
つ
り
は
、
よ
り
グ
レ
ー

一
ド
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で
子
供
か
ら
お
年

一

)

一

と

-

7

・
一
遊
そ

H
・

↑

定

平

ム

つ

ム

i

一
で
・
了
ム
ど

一

事

J

一
る
一
一
よ
‘
」
一
目
ム
ど
一
円
。
一
念

一
ド
一
仁
子
台
し
げ
台
一
丁
一
ト
ム
一
・
げ
ム
ロ

一
均
一
い
ロ
屋
一
ま
抗
屋
一

3

ゲ
台
一
ベ
河
原

一

J

↑
ぬ
コ
・
一
い
仁
・
・
ロ
屋
一
タ
仁
・

一
昌
一
-
一
イ
ユ
一
一
貝
サ
ユ
而
コ
・
一
の
サ
し

一

叶

五

サ

流

す

一

流

一

剖

イ

し

一

ケ

・

涼

一

Y

一
展
・
ん
チ
り
ん
一
か
サ
流
一
オ
う
ん

一
、
王
一
掛
つ
札
ナ
引
札
一
山
ベ
ん
一
ラ
子
め

↑
の
盃
ぽ
ヴ
ガ
中
?
と
す
つ
め
一
カ
週
、
っ

一

市

↑

遊

そ

一

酒

そ

一

ぼ

う

一

で

そ

一

町

一

間

叩

一
社
一
-
一
目
別

一

長

一

7

一
7

7

「
l圃
a
z
-
-
2
1
七
u
u
u
u
u
u
u

I
l
l
-
E
I
l
-
a
l
」

(叫ん川一一一一〆一

E
J一日一か土川一

よ
り
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
る
催
し
物
が
一

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
守
口
ん
、
一

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
一

な
お
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
一

す

。

一
す

砂

長

太

ル

B
路

二

ζ

ノ
又
・
・
嵐
イ

N
迷

二

ワ
イ
出
〆
・
橋

R
-

一一

ブ

ク

出

デ

会

大

・

ト

ニ

て

×

・

一

大

浜

ン

イ

二

真
。
会
ガ
り
長
ヨ
ラ
一
一

通
・
影
ア
踊
会
シ
テ
一
一

一
種
船
撮
ビ
顕
表
一
サ
一
一

各
宙
着
の
音
発
不
動
ど
二

宇
水
崎
洋
叫
比
一

日

一

一

月

一

一

司
〔
一

一一

f
し

↑

一

一

一

叶

哨

一

一

一

一

市

め

一

一

言
三
一

浜
一
よ
ム
ど
一
一

長
一
き
一
な
一
一

ゲ
台
↑
』

引
」
一

山

一

一

uuul--レ
l
-
L

一一一海外研修参加者募集長浜夏まつり

長浜夏まつりの主な催し物(予定)

演芸のタベ・サイコロゲー

ム・そうめん流し・記台な

ど

5人桂度[募集人員1平成5年 11月上旬頃を予定(8日間)門口期

2 0万円(見込み)

①長浜町に在住し、引き続き町内に在住予定者 ②平成5年 4月1日現在で、
1 8 歳以上~45 歳までの勤労青年男女③心身共に健康な者逗研修に対する明
確な謀題をもっ人 ⑤事前副修、事後研修、報告会の全日程tこ参加できる人

[参加者負担金]ドイツ)ヨーロッパ(フランス、[研修先]

[応募資格]

[提出書類] ①参加申し込み書1通 ②勤務尭所属長承諾書1通(参加申込書は、教育委員会
社会教育課、役場受付、各連絡所にあります。)

8月

長浜町教育委員会

I派遣の決定] 応募者の中から、青年海外派遣員選考委員会の選考を経て町長が決定し、
中旬に本人に通知します。

[申し込み先](土)平成5年7月31日[募集期限i

※ なお、不明な点や詳細については、教育委員会社会教育課(宮52-1111・有線21 
6 1 )までお問い合わせください。
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お知らせ

野
犬
が
越
智
之
て
国
間
っ
て
い
ま
す
f

最
近
、
町
内
各
所
で
放
し
飼
い
に
さ
れ

た
犬
や
野
犬
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
犬
は
、
ゴ
ミ
収
集
箇
所
を
荒
ら
し
た

り
、
人
に
噛
み
つ
い
た
り
す
る
な
ど
非
常

に
危
険
な
事
が
多
く
、
お
主
計
り
や
子
供

達
を
怖
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
捕
獲
箱
で
捕
ま
え

た
り
、
月
に
一
回
買
い
上
げ
日
を
設
け
た

り
す
る
な
ど
、
野
犬
の
掃
討
に
努
め
て
い

ま
す
。さ
て
、
野
犬
が
増
え
る
の
は
、
私
達
の

行
動
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
か
わ
い
い
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
つ
い
餌
を
与
え
て
し
ま
っ

花
火
に
よ
る

火
災
や
火
傷
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

大
洲
消
防
署
長
浜
支
署

夏
の
季
節
が
近
ず
き
ま
し
た
。
夏
と
言

え
ば
M

花
火
μ

と
連
想
さ
れ
る
よ
、
つ
に
、

子
供
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
花
火
遊

び
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
花
火
も
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
大
事
故
や
火
傷
の

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
事
故
の
な
い
よ

、
ヱ
家
族
み
ん
な
で
楽
し
む
た
め
に
、
次
の

た
り
す
れ
ば
、
野
犬
は
ど
ん
ど
ん
増
え
ま

す
。
責
任
を
持
っ
て
飼
う
事
が
で
き
な
い

犬
は
、
決
し
て
餌
を
与
え
な
い
で
〈
だ
さ

い
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け

た
時
は
、
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
ラ
。

町
内
に
野
犬
を
増
や
さ
な
い
よ
う
次

の
こ
と
を
守
っ
て
え
だ
さ
い
。

①
野
犬
や
放
し
飼
い
に
さ
れ
た
犬
に

餌
を
与
え
な
い
②
屋
外
に
餌
と
な
る
も

の
を
置
か
な
い
③
生
ゴ
ミ
な
ど
は
収
集

車
が
来
る
古
語
に
出
す

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
一
人
ひ

と
り
の
責
任
あ
る
行
動
で
、
野
犬
を
撲
滅

し
ま
し
ょ
う
!

」
こ
を
守
り
ま
し
ょ
λ
ノ
O

事
故
防
止
の
ポ
イ

①
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
令
い

か
確
認
す
る
②
子
供
だ
け
で
は
絶
対
に

さ
せ
な
い
③
た
く
さ
ん
の
花
火
に
は
一

度
に
っ
け
な
い
④
花
火
に
書
い
て
あ
る

注
意
書
き
を
読
ん
で
必
ず
守
る
⑤
花
火

い生
。活な
環まそ
よ首

謀竪
環 -1
t覚畠

係宗
一け

孟長
絡は
/、

/三千交
さ場

ト

を
人
一
平
家
な
ど
に
向
け
奇
い
⑥
吹
き
出

し
花
火
や
打
ち
土
げ
花
火
は
、
途
中
で

消
え
て
も
絶
対
の
ぞ
か
な
い
⑦
水
パ
ケ

ソ
を
弔
意
し
、
使
い
っ
た
花
火
ほ

必
ず
水
に
つ
け
ヴ
辺

蕗
晶
一
一
。
処
置
に
チ
ャ
レ
ン

消
防
署
で
は
、
家
庭
内
で
の
事
故
や

屋
外
で
の
事
故
に
遭
っ
た
と
き
少
し

で
も
役
立
つ
よ
ろ
、
庄
口
内
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に

努
め
、
救
命
率
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。ま
た
~
町
内
会
、
自
治
会
等
を
対
象

と
し
た
、
救
急
講
習
会
へ
の
指
導
員
派

遣
に
つ
い
て
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
消
防
署
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

ノ
¥
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
長
浜
支
署
(
五
二
一
1
0

一
五
四
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町内で危害をもたらす野犬

夏
だ
よ
り
は

「
か
も
め
i
る
」
で
?

ぬ
れ
た
手
で

さ
わ
ら
な
い
よ
う
に

四

国

電

力

暑
く
な
り
¥
汗
を
か
き
や
す
い
季
節

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
水
を
利
用
す

る
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
汗
ば

ん
だ
、
あ
る
い
は
、
濡
れ
た
膚
や
手
足

の
ま
ま
で
、
電
気
器
具
(
コ
ン
セ
ン
ト
、

ス
イ
ッ
チ
、
電
気
製
品
等
)
に
触
れ
る

と
感
電
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

電
気
器
具
は
、
膚
、
手
足
等
の
汗
、

水
を
よ
J
、
ふ
い
て
か
ら
扱
い
ま
し
ょ
う
。

事
故
や
事
件
な
ど
の

不
起
訴
で
困
っ
た
と
き
は

検

察

審

査

会

施
行
四
十
五
周
年

今
年
は
、
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ

れ
て
四
十
五
周
年
に
な
り
ま
す
。
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
だ
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
よ
う
な
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
の
処
分
が
正
し
い
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
、
検
察
審
査

会
で
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
、

検
察
審
査
会
を
幅
広
く
周
知
を
図
る
と

と
も
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
深
め
る
た

め
、
そ
の
役
割
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
の

貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲

支
部
内
大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局
(
君

。
八
九
二
一
l
二
四

1
二
O
一
一
一
八
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



一一ー一一子宮がん検診

子賓がゐお援金~早期的1肌治る子富がん~

成人の健康管理
子宮がんによる死亡者は、年々減少を続けています。これは、 子宮がんのできる部位

検診の普及による早期発見・早期治療が可能になったことや、 ~申

手術や放射線などによる治療がめざましく進んできたためと考

えられます。

子宮がんは、できる場所により、子宮頚がん(子宮部分にで

きるがん)と子宮体がん(奥にできるがん)に分けられます。

日本では、圧倒的に頚がんの割合が多かったのですが、最近は、体がんが増えてきており、頚がんに

対する体がんの割合は10%ぐらいになっています。

頚カずんと体力ずんの年齢分布

% 
40 
頚がんのピ クは-----
40歳代 ¥色

20 

/づ

集団検診で、行っている子宮がん検診は、

〆/体がんのピ クは
50歳代

子宮頚がん検診ですが、問診等で必要な人

には、子宮体がん検診を勧めています。

長浜町では、過去10年間に延べ4， 9 6 

3人が子宮がんの集団検診を受け、 8人の

子宮がん(頚がん及び体がん)患者が発見

されました。

体がん

E買がん

年
齢

0

1

9

 

司

d
y
l
t
q
U

0

9

 

2

1

2

 

0

1

9

 

4

i

4

 

50 60 

59 69 

70 (歳)

高齢になったから、あるいは、閉経した

からと受診をやめてしまう人がいます。しかし、年齢が高くなっても、発生の危険性は低くはなりませ

ん。閉経後も定期検診を怠らないようにしましょう。

平成5年度子宮がん検診予定

月 日 場 所

8月11日 白滝公民館

8月12日 豊茂公民館|

8月13日 櫛出生海樹公ìc-セ民ンタ館ー~ト一一一一
8月16日

12月13日

12月14日 町体育

12月15日 町体育館

-子宮頚がんの進み方と 5年生存率(1971~80) 

進 み 方 5 年 生 存 ~主f主A 

。TD がんが子宮頚部の粘膜(上皮
期

内)に限られているもの。 l∞.{j% 
上皮がん。

I 時4〉L9 
がんは浸潤を始め、粘膜から

期
さらに奥の組織に達している。
が、子宮頚部に限られている。

H 官 D がんは子宮頚部を越えている
期

が、骨盤壁まではいかず、まだ
陸壁の2/3以内にあるもの。

皿調手
がんが骨盤にまで達したり、

期
陸壁の2/3以上がおかされて ゴ40.2%
いるもの。 トー一一一一

町 直ぐ佐1
がんが骨盤を越えて直腸や跨口川期
耽をおかし、さらに離れた所

一
に転移(遠隔転移)したもの。

予防の知識とこまめな検診、
これがわが家のがん対策
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地
域
交
流
で

健
康
、
、
つ
く
り

ー
局
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会
j

ルポ・文芸

五
月
二
十
四
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
郵
便
局
長
杯
争
奪
第
八
回
親
睦
ク
ロ
ツ

ケ
l
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
三
十

三
チ
l
ム
約
百
二
十
人
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

な
お
、
一
位
は
豊
茂
、
二
位
は
櫛
生
、

三
位
も
櫛
生
で
し
た
。

長
j 浜
手サ
野/
1二Xて 園田君、

春 雌ア

実!日!

?敗ス

五
月
二
十
三
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
日
本
少
年
野
球
連
盟
西
四
国
地
区
の

小
学
生
春
季
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
の

少
年
野
球
九
チ
l
ム
約
百
五
十
人
が
参

~ 

」与{ktO

熱戦を繰り広げる選手たち

加
し
た
。

当
町
の
少
年
野
球
チ
l
ム
「
長
浜
サ

ン
デ
ー
ズ
」
も
参
加
し
、
惜
し
く
も
一

回
戦
で
大
洲
に
敗
退
し
ま
し
た
が
、
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

会
長
に
森
議
氏

を
再
選

ー
長
浜
町
区
長
会
総
会

i

五
月
二
十
四
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
平
成
五
年
度
長
浜
町
区
長
会
総
会

が
行
わ
れ
、
町
内
各
区
長
・
関
係
者
合 クロッケーで交流を深める選手たち

地
域
を
美
し
く

ー
出
海
で
親
子
清
掃
活
動

i

五
月
二
十
三
日
、
出
海
の
国
道
沿
い

で
愛
護
班
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
出
海

地
区
の
親
子
約
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
、
地
域
を
美
し
く
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
ゴ
ミ
ι

カ
ン
拾
い
や
草
刈
り
を

行
っ
た
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
ふ
れ
あ

い
を
深
め
た
。

わ
せ
て
約
百
六
十
人
が
出
席
し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
に
森
議
氏
、

副
会
長
に
は
吉
岡
重
則
氏
、
久
井
貞
治

郎
氏
、
事
務
局
長
に
は
城
戸
岡
政
雄
氏
、

会
計
に
は
藤
湖
季
志
叔
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。

5月24日町体育館で行われた長浜町区長会

司王
[@ 
己記

耳

ー
長
浜
し
お
さ
い
短
歌
会
H
H

の
ど
か
な
る
湯
煙
の
中
か
す
む
母
う
す

き
か
ら
だ
に
泡
立
て
て
流
す
上

川

洋

子

美
し
き
牡
丹
の
花
に
魅
せ
ら
れ
て
心
も

大
き
ぐ
花
聞
か
れ
ん

島

田

光

子

枝
払
い
桧
の
林
を
登
る
夫
足
ど
り
確
か

に
我
ら
み
ち
び
く

松

田

益

子

花
冷
え
の
上
野
の
森
に
吾
子
と
来
て
恋

し
き
モ
ネ
の
睡
蓮
を
見
つ真
鍋
富
美
子

父
の
育
て
し
レ
ン
ギ
ョ
ウ
一
枝
持
ち
ゆ

け
ど
黙
っ
て
病
主
に
見
る
許
り
な
り

頼
、
水
砂
代
子

地域を美しくと清掃する参加者たち

信ド

旬

H
H

一
長
浜
小
学
校
H

星
空
へ
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l
の
火
が

上

る

五

年

平

原

真

子

草
原
で
て
ん
と
う
虫
が
一
人
た
び

五

年

宮

脇

彩

小
走
り
で
若
葉
の
中
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク

五

年

清

水

智

弘

鳥
の
声
テ
ン
ト
の
中
で
目
を
さ
ま
す

五
年
奥
野
な
つ
み

日
か
く
し
の
閣
の
国
か
ら
春
の
せ
み

五

年

田

中

幸

池
の
中
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会
議
中

五

年

大

島

昌

吾

汗
ば
ん
だ
手
を
に
ぎ
り
合
い
闇
の
国

五

年

二

宮

靖

恵

テ
ン
ト
か
ら
夜
空
へ
友
と
歌
う
た
う

五

年

菊

地

愛

手
を
切
っ
て
カ
レ
ー
を
作
る
初
夏
の
味

五

年

沖

永

美

香

か
ぜ
ぎ
み
を
わ
す
れ
て
さ
わ
ぐ
初
キ
ャ

ン

プ

五

年

井

上

愛

深
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式
が
行
わ
れ
、
今
坊
の
矢
野
元
ヒ
デ
子

さ
ん
(
六
六
)
は
、
多
年
民
生
児
童
委

員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
山
下
徳
夫
厚
生

大
臣
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

古
茂
田
聴
八
幡
浜
地
方
局
長
か
ら
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

ん々C西hι れpつ
斗

J受を立恥表

同
協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

豊
年
踊
り
保
存
会

観
光
事
業
の
功
労
で
表
彰

六
月
七
日
、
松
山
市
で
開
催
き
れ
た

平
成
五
年
度
愛
媛
県
観
光
協
会
定
期
総

会
の
席
上
、
伊
予
長
浜
豊
年
踊
り
保
存

会
は
、
観
光
事
業
功
労
者
と
し
て
、
永

野
浩
愛
妓
県
観
光
協
会
々
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

野
庁
長
官
一
賞
に

叶
岡
広
志
さ
ん

事
賞
に

増
田
公
介
さ
ん

愛
媛
県
し
い
た
け
共
進
会

矢
野
元
ヒ
デ
子
さ
ん

民
・
児
委
員
の
功
績
で
表
彰

小
西
考
失
さ
ん

五
月
二
十
八
日
、
八
幡
浜
地
方
局
で

多
年
民
生
委
員
児
童
委
員
の
表
彰
伝
達

防
犯
活
動
に
功
労

の

志
入
れ E

て・

史i
害j

平成4年 7月23日生まれ j表彰栂けられた甥元さん

-績防豊大

_""二歳cす:ヨシニチλ;:)""⑩ i Z 11男型方
ゐ";'':--i符・午、1ぺ♂ E つ談小区ー

あぐり : t::. j主曹訪日

宣E久里ちゃん(長浜)iE T 空襲奇
よて六総市
り防九会で
、犯)が平
桝活さ開成
田動んか五
輿にはれ年
一功、、度

平
成
四
年
度
の
第
三
十
五
回
愛
媛
県

し
い
た
け
共
進
会
が
、
五
月
二
十
丘

u、

愛
媛
県
民
館
で
開
催
さ
れ
、
長
浜
町
か

ら
も
数
多
く
出
品
し
、
十
一
点
が
入
賞

し
ま
し
た
。

ー

凡

{
知
事
賞
一
ほ
だ
木
台
成
(
増
田
公
介

豊
茂
)

協
賛
団
体
等
賞

表彰@一歳です@ふるさとめぐり

戒一一
て努奨よ門
#力励高静

嘉基主連
合香ミ香ミ
ョ:茄こ賃上京
房(村 j ぺb

liおI
子田上

戒官憲
川エ
)τ 櫛

余生

次
男
を
表
す
「
亜
」

名
付
け
ま
し
た
。

気
は
や

女
性
人
権
問
題
等
の

電
話
相
談
を
行
い
ま
す

{
愛
媛
新
聞
社
長
賞
一
香
信
(
叶
岡
広

志
・
上
老
松
)

松
山
地
万
法
務
局
、
愛
媛
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
男
女
差
別
、
セ

ク
ハ
ラ
等
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

十
一
一
時
間
電
話
相
談
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
セ
ク
ハ
ラ
等
で
お
国
h
り

の
方
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

一
口
時
}
平
成
五
年
七
月
二
十
六
日

(
午
前
九
時
か
ら
午
絞
九
時
ま
で
)

{
一
電
話
書
号
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

(
O

一二

0
1
0
三
五
五
五

O
)

さ
し
く
て

特

男~~

力
持
ち
1

林野庁長官賞の叶向さん

{
受
媛
新
聞
社
長
賞
一
香
伝
(
叶
岡
広

志
・
上
老
松
)

お
お
ら
か

に
古
円
っ
て

ほ
し
い
と

ま
す
。

入
賞

箱

-9 

埠

(父
H

誠
一
郎
さ
ん
・
母
H
綾
子
さ
ん
)

{
林
野
庁
長
(
阜
貝
}
香
信
(
叶
岡
広
志
・
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海
外
派
遣

農
業
研
修
生
募
集

(hl岸本印刷

r'-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「仲間干 l.rh¥':" 市

私。子育て奮闘I記 122PE差
長摂町家庭教育講演会 1界3野品号

I iJr立とをれは
!遣す養た
l生るしミ経学
!の、、営課

i募平 3也管uJl
!集成域埋イl多
Iを五農能ベJ
!行年業力農
つ度のと場
て農振国実

ロ巾平成五可 7月 1日発行平成 5年 7月号

長浜町では、生

涯学習の観点に立
ち、子どもととも

に生きる親のあり
んーを考え、家庭の

教育力を高めるた

め、家庭教育講演

会を出催します。

い
ま
す
心

一
募
集
期
間
一
平
成
五
年
八
月
十
八
日

ま
で
。
{
派
達
先
}
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
。

一
専
門
コ

l
ス
}
肉
牛
、
酪
農
、
養
豚
、

養
鶏
、
野
菜
、
畑
作
物
、
落
葉
果
樹
、
柑
橘
、

切
り
花
、
鉢
物
、
造
園
、
苗
木
な
ど
。

な
お
、
応
募
資
格
等
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
〈

時]平成5年8月1R (日)

13日そ~30う子~15a寺

{講師]武田イク(官H憂武田鉄矢の母)
{演題] r私の了77て奮闘記」
{聴謝斗]無料

詳しくは、教育委員会社会教育課

i52-1111lまでお問い合せくださいO
L_.一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー・」

ロ
u
，EE
・‘

。

結

婚

プリノカのん々C子
は
陽
プ
-
y
同
月

ト
五
月
本
今
山5
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

名

豊

茂
沖

浦

長

浜
下
街
戒

白

滝
甫

チ
T
l
J

Z

ノ
;
J
 

五長長長二了一一
次男男男男v...Y__' 

碧主龍}茂i将引をたλ美 Jι
-~1t-:;:起き人 trþJL ，1;方:主

山戒

川

五

月

滝

上

陽

子

¥

山

海

山

照

義

f

出

海

本

雪

子

お
誕
生
お
め
で
と
う

H

111 

国本

藤松r!!; liiJ矢小森
岡本 f白片一野西内

〉む 主主 H召イf¥Jヲ写
因子:彦進生肯j貴

田下

イ主
5
月
届
出
分
(
散
体
時
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

今沖

お
く
や
み

児
名

5
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

下
須
戒
小
川
ユ
キ
ヱ
(
九
七
)

内

滝

清

水

イ

ソ

ノ

(

九

二

白
滝
古
川
山
町
一
一
郎
(
九
O
)

上
老
松
久
保
危
四
郎
(
八
九
)

沖

浦

戎

キ

チ

子

(

八

O
)

長

浜

竹

内

ト

ミ

コ

(

六

六

)

白

滝

山

崎

シ

マ

ヱ

(

九

二

)

長

浜

津

田

梅

香

(

六

六

)

柴

林

日

出

猪

(

八

二

戒
川
久
保
田
三
千
治
(
五
七
)

上

老

松

宮

岡

兼

衛

(

九

O
)

一
州
油
井
上

柴

上

満

タゆ
梨り哲三
華か郎号

「歳n人を待たず-光l詮矢の
如し」が身にしむこの頃り七月

lよ 年の後半に突入する。梅雨

は別けて、津々浦々では海開き

や~I J I掃きで夏本喬。町で峰、 七

月から週休二日制を導入し、国

や県と歩調が揃う、労働時間の

短縮l土、家庭件前にゆとりが生

まれ、親子の約は強まる。学校

も夏休みとなり、七少や盆の社

会的行事カf手|門コかに繰り広げら

れるけ A 方では、町に潤いとゆ

とりの象徴として「小浦リバー

サイドスポーツパーク lが完成
し、ふる里の目玉として町民の

場となり、観光に果たす役割は

大きい、七月二十日は海の記念

日で[玉i民の行事のつである。

ー八七六年に明治天皇が青森か

ら汽船明治丸て十吊還された日に

ちなんで」九四 A年に制定され

た。四出海をめぐらす日本同に

とって大切な日でもある。 j毎を

受 L、資源を愛し、水産業や海

注業の振興に尽力したし、。国際

事情が深刻化する今、町でも住

民・町職c-Iが一丸となり、第一

次産業の振興崎策をはじめ高齢

化対策・文化庁政の推進・観光

施設の充主に全力を注いで、ほし

い。そして、「町づくり・ljIづ

くり・心、~5 くり」のビジョンま佐

進に蓮進して豊かで、住みよい町

を築かれることを切望する。

広報ながはま

'/夫
之勉

二長
女男

出
編
集
強
記
藍

今
年
の
土
曜
夜
市
は
七
月
一
一
一
日
か
ら

長
浜
夏
ま
つ
り
は
八
月
七
日
に
予
定
さ

れ
て
お
り
、
長
浜
の
夏
も
に
わ
か
に
ざ

わ
め
い
て
き
ま
す
。

特
に
、
今
年
の
夏
ま
つ
り
で
は
、
嵐

太
設
の
発
表
、
豪
華
商
品
の
当
た
る

(
沖
縄
旅
行
、
温
泉
ツ
ア
!
:
な
ど
?
)

O
×
ク
イ
ズ
、

R
N
B
移
動
サ
テ
ラ
イ

ト
(
南
海
放
送
ラ
ジ
オ
に
よ
り
長
浜
の

夏
を
生
で
紹
介
す
る
番
組
)
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
な
企
画
で
皆
さ
ん
の
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
円
止
を
運
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
よ
い
)

七
月
十
八
日
は
、

の

投
票
日
で
す
。

皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て

投
票
し
ま
し
よ
ろ
c

数

人口をふやしましょう

帯世口人

人


